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日
本
技
術
士
会
中
国
本
部

上
下
水
道
部
会
（
部
会
長
＝

若
岡
信
利
・
テ
ク
ノ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
技
師
長
）
は
１
月

20
日
、
部
会
事
業
の
一
環
と

し
て
、
農
林
水
産
部
会
、
環

境
部
会
と
の
合
同
施
設
見
学

会
を
行
っ
た
。
見
学
場
所
は

広
島
市
下
水
道
局
の
西
部
水

資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
で
、
各

部
会
の
会
員
ら
合
計
13
人
が

参
加
し
た
。

　

見
学
会
の
冒
頭
、
福
田
直

三
・
日
本
技
術
士
会
中
国
本

部
長
（
新
日
本
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
執
行
役
員
）が「
私

は
西
部
水
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
の
長
大
浮
き
基
礎
構
造

物
の
建
設
で
、
情
報
化
施
工

お
よ
び
解
析
に
携
わ
り
、
技

術
士
の
取
得
に
役
立
っ
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
セ
ン
タ
ー
職

員
が
広
島
市
の
下
水
道
事
業

お
よ
び
セ
ン
タ
ー
の
概
要
を

説
明
し
た
後
、
参
加
者
は
管

理
室
や
最
初
沈
殿
池
、
反
応

タ
ン
ク
、
最
終
沈
殿
池
な
ど

の
施
設
を
見
学
し
た
。

　

西
部
水
資
源
再
生
セ
ン

タ
ー
は
１
９
８
１
年
10
月
に

処
理
を
開
始
し
、
主
に
標
準

活
性
汚
泥
法
で
汚
水
処
理
し

て
お
り
、
処
理
能
力
は
30
万

７
２
０
０
立
方
㍍
／
日
で
、

消
化
ガ
ス
発
電
施
設
や
下
水

汚
泥
燃
料
化
施
設
を
有
し
て

い
る
。
消
化
ガ
ス
発
電
施
設

は
発
生
し
た
消
化
ガ
ス
の
有

効
利
用
を
民
設
民
営
方
式
で

実
施
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価

格
買
取
）
を
活
用
し

て
お
り
、
事
業
期
間

は
20
年
間
（
２
０
１

８
年
４
月
～
38
年
３

月
）。
年
間
消
化
ガ

ス
使
用
量
は
４
９
８

万
Ｎ
立
方
㍍
、
年
間

発
電
量
は
１
０
４
０

万
ｋ
Ｗ
ｈ
を
計
画
し

て
い
る
。

　

下
水
汚
泥
燃
料
化

施
設
は
下
水
汚
泥
を

原
料
と
し
て
、
火
力

発
電
用
の
炭
化
燃
料

を
製
造
。
処
理
能
力
は
最
大

で
脱
水
汚
泥
が
50
㌧
―
ｗ
ｅ

ｔ
／
日
×
２
系
列
、
脱
水
汚

泥
処
理
量
が
約
２
万
８
０
０

０
㌧
―
ｗ
ｅ
ｔ
／
年
、
炭
化

燃
料
生
成
量
が
約
４
５
０
０

㌧
―
ｗ
ｅ
ｔ
／
年
で
、
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
量
は
約
１
万

５
１
０
０
㌧
―
Ｃ
Ｏ
２

／
年

を
予
定
し
て
い
る
。
施
設
は

Ｄ
Ｂ
Ｏ
（
設
計
・
施
工
・
運
営

一
括
契
約
）方
式
で
行
い
、事

業
期
間
は
23
年
間
（
設
計
施

工
３
年
間
、
維
持
管
理
・
運

営
20
年
間
）と
な
っ
て
い
る
。

広
島
市
の
下
水

処
理
場
を
視
察

技
術
士
会
中
国
本
部

最終沈殿池を見学する参加者

２０２５年（令和７年）２月１７日（月曜日）


